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対話の会・しがねっと
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新
た
な
基
本
構
想
策
定
を
前
に
、三
日

月
県
政
が
目
指
す
滋
賀
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、会
派
を
代
表
し
清
水
議
員
が

質
問
し
ま
し
た
。

9
月
定
例
会
議

滋
賀
県
基
本
構
想
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

各
地
域
の
人
口
減
少
に
で
き
る
だ
け

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
整

備
や
、若
者・女
性
の
雇
用
促
進
な
ど
に
よ

り
、結
婚・出
産・子
育
て
に
希
望
を
持
て
る
政
策

や
、地
域
を
支
え
る
産
業
、企
業
の
育
成
、地
域

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

転
入
を
促

進
す
る
政

策
な
ど
が
必

要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

国
の
事
業

も
活
用
し
な

が
ら
、市
町

と
も
連
携

し
、県
全
体

の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き

ま
す
。

昨
年
の
台
風
18
号
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
を
教
訓
と
し
て
、

豪
雨
災
害
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

見
直
し
を
し
た
の
か
伺
う
。

台
風
1 8
号
の
際
に
、市
町
か

ら
の
情
報
収
集
に
課
題
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、地
方
事
務
所
の
職
員
を
市
町
へ

派
遣
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。今
年
台

風
11
号
で
は
、９
市
町
に
こ
の
職
員
を
派

遣
し
、現
場
の
状
況
を
把
握・報
告
さ
せ
ま

し
た
。ま
た
、台
風
の
最
接
近
が
予
想
さ

れ
る
120
時
間
前
か
ら
、県
と
し
て
取
る
べ

き
行
動
と
対
策
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
計

画
を
し
、各
部
局
や
地
方
事
務
所
が
共
通

認
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
で
、先
を
見
通

し
た
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

他
、台
風
の
接
近
に
伴
う
注
意
事
項
を「
知

事
メ
ッ
セ
ー
ジ
」と
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
出

す
る
と
と
も
に
、び
わ
湖
放
送
と
の
連
携
や
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
被
害
状
況
や
道
路

の
通
行
止
め
等
を
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し

ま
し
た
。

　

水
害
・
土

砂
災
害
の
備

え
と
し
て
、

Ｔ
ラ
ン
ク
河

川
の
堤
防
強

化
対
策
も
一

層
推
進
し
ま

す
。ま
た
、土

木
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
の

配
信
能
力
を

増
強
す
る
と

と
も
に
、
主

要
河
川
に
リ

次
の
基
本
構
想
で
特
に
重
点
的
に
取

り
組
ま
れ
る
政
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
み
、

若
者
や
女
性
が
輝
く
社
会
。　

　

す
べ
て
の
人
に
居
場
所
と
出
番
が
あ
り
、最
期

ま
で
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
社
会
。

　

滋
賀
の
強
み
を
活
か
し
、新
た
な
強
み
を
生

み
出
す
た
め
の
滋
賀
ら
し
い
産
業
。

環
境
政
策
に
つ
い
て

が
ん
対
策
に
つ
い
て

滋
賀
の
学
校
教
育
と

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

命
が
つ
な
が
る
産
業
の

活
性
化
に
つ
い
て

その他の質問

代表質問に立つ 議員清水

ア
ル
タ
イ
ム
で
河
川
の
状
況
を
見
ら
れ

る
よ
う
、河
川
防
災
カ
メ
ラ
の
設
置
を

推
進
し
て
い
ま
す
。土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
指
定
に
つ
い
て
は
、平
成
30
年
度

末
に
完
了
す
る
よ
う
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
す
る
め
ぐ
み
豊
か

な
環
境
と
い
の
ち
へ
の
共
感
を
育
む
社
会
。

　

豊
か
に
実
る
美
し
い
地
域
づ
く
り
と
滋

賀
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
。

　
「
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力
」を
活
か
し
た

元
気
な
滋
賀
。

　

人
や「
も
の
」が
行
き
交
う

活
力
あ
る
県
土
づ
く
り
と
安

全・安
心
社
会
の
実
現　

で
す
。

確
か
な
滋
賀
づ
く
り

確
か
な
滋
賀
づ
く
り

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
（千人）

2010年
※「滋賀県の人口の現状と課題および今後に向けて」資料より

0～14歳

1,411千人1,411千人 1,398千人1,398千人 1,309千人1,309千人

2025年 2040年

滋賀県の3世代別人口および構成比
15～64歳 65歳以上

292千人
（20.7％）
292千人
（20.7％）

908千人
（64.4％）
908千人
（64.4％）

211千人
（15.0％）
211千人
（15.0％）

385千人
（27.5％）
385千人
（27.5％）

836千人
（59.8％）
836千人
（59.8％）

177千人
（12.7％）
177千人
（12.7％）

429千人
（32.8％）
429千人
（32.8％）

728千人
（55.6％）
728千人
（55.6％）

153千人
（11.7％）
153千人
（11.7％）

　平成25年度 決算特別委員会　平成25年度 決算特別委員会

一般会計
決算額

歳入
歳出

5,150億7,745万円
5,092億7,744万円

特別会計
決算額

歳入
歳出

2,065億9,477万円
2,028億8,109万円

歳入・県債残高（借金）・基金残高（預貯金）
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H23（2011） H24（2012） H25（2013）

県税 地方交付税 国庫支出金 県債

その他 県の借金残高
（臨時財政対策債含む）

県の預貯金残高

歳出決算の推移

教育費 健康福祉費 公債費 土木交通費

警察費 諸支出金 総務費 商工観光労働費

総合政策費 琵琶湖環境費 農政水産業費 その他
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※「滋賀県公共事業評価監視委員会」資料より

１0
月
20
日
〜
27
日
沢
田
議
員

と
井
阪
議
員
が
、皆
さ
ん
の
納

め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ

た
の
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
。

H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013）（年度） （年度）

5,226
5,027 4,848

5,093

一般
会計

討　論
「
少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教

育
の
国
庫
負
担
割
合
を
2
分
の
1

に
復
元
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
」に
賛
成
の
立
場
で
、井
阪
議
員

が
討
論
。 

「
保
護
者
の
学
力
向
上

へ
の
志
向
が
高
く
、教
育
の
質
を

高
め
る
に
は
少
人
数
指
導
が
効
果

的
で
あ
り
、い
じ
め
な
ど
を
未
然
に

防
ぎ
、児
童・
生
徒
の
諸
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、少
人
数
学
級

で
の
き
め
細
か
な
指
導
が
必
要
で

あ
る
。」と
強
く
訴
え
ま
し
た
が
、

賛
成
が
過
半
数
に
満
た
ず
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

お知らせ
この度、対話の会・しがねっとは、
平成26年10月３１日をもちまして
解散し、新しく「チームしが県議
団」を結成いたします。これまで、
深いご支援を頂き、有り難うござ
いました。
新たに発足する「チームしが県議
団」の理念は、「草の根自治の滋
賀」を更に発展させること、琵琶湖
や自然と共に生き、すべての人に
居場所と出番がある「共生社会・滋
賀」を築くこと、滋賀の力を伸ばし
て、力強く持続的な「経済と雇用の
滋賀」をつくることです。
これまで政治に関心の薄かった方
や、女性や若い人たちなど、誰も
が政治を身近なものに感じ、誰も
が政治に参加できる土壌をつく
り、県民の皆さんと一緒に次世代
に向けて、素晴らしい滋賀県にな
るよう目指します。

対話の会・しがねっと
代表　清水　鉄次

青井川・八田川・鴨川合流部から下流

琵琶湖

鴨川

国道161号青井川（
現川）

八田
川青井川（放水路

）

JR湖西線

shiga-net.jp

寄せられたご
意見は、県政

にどんど

ん反映します
。是非、ご覧く

ださい。

どんどん更新！


